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東 29／360 6 11 0 5 2 1
36／356 14 16 0 6 2 2西
　
南 27／393 7 11 2 3 0 3
北 34／394 6 8 1 5 3 0
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拠
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
③
）
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
「
読
者
」
と
は
、
と
き
に
医
書
を
購
入
し
、
知
識
を
得
よ
う
と
す
る
社
会
階
層
に
限
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
内
で
も
限
ら
れ
た
階
層
の
者
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
一
方
で
、
医
師
側
の
主
眼
は
き
わ
め
て
商
業
的
な
観
点
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
は
藩
医
た
ち
を
中
心
と
し
て
広
範
な
存
在
形
態
の
医
師
が
数
多
く
存
在
し
た
、
江
戸
な
ら
で
は
の
特
質
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
次
に
、
宣
伝
・
広
告
記
事
の
具
体
例
を
引
用
す
る
。
　
　
④
「
東
」
部
『
本
、
外
／
両
国
元
町
／
　
／
山
口
雲
亭
』
　
　
　
翁
は
下
総
八
日
市
場
の
人
、
嘗
て
長
崎
に
遊
び
、
吉
雄
周
倫
に
於
て
業
を
受
　
　
　
く
。
親
灸
を
数
年
、
其
藏
奥
を
究
む
。
今
江
戸
に
来
り
て
外
科
及
内
科
を
為
　
　
　
す
。
其
外
科
奇
術
に
於
て
奏
効
す
。
尋
常
に
称
す
る
と
こ
ろ
の
外
科
者
流
と
　
　
　
異
な
る
と
云
ふ
。
　
　
⑥
「南
」
部
『
外
／
中
橋
冨
槙
町
／
奥
州
棚
倉
／
武
井
周
朔
』
　
　
　
櫟
涯
と
号
し
、
和
蘭
外
科
を
善
く
す
。
擁
疽
・
瘡
毒
・
金
瘡
・
正
骨
、
又
解
　
　
　
体
の
奥
妙
を
究
む
。
髪
を
結
ひ
、
月
池
・
桂
川
君
に
於
て
業
を
受
く
。
五
世
　
　
　
互
に
相
続
し
皆
君
之
門
に
於
て
学
ぶ
。
棚
倉
侯
に
仕
ふ
。
亦
五
世
歴
世
名
家
　
　
　
と
謂
ふ
べ
し
。
　
　
回
「南
」
部
『
本
、
産
、
外
／
外
神
田
上
邸
／
日
向
飲
肥
／
鈴
木
長
庵
』
　
　
　
著
す
る
と
こ
ろ
有
り
、
「
漢
蘭
雑
録
」
三
巻
、
「
保
養
新
編
」
「
和
歌
本
草
」
　
　
　
「
以
呂
波
寄
」
等
を
書
す
と
云
ふ
。
　
　
ゆ
「
北
」
部
『
眼
／
昌
平
橋
内
／
1
／
藤
井
左
沖
』
　
　
　
和
蘭
］
方
・
日
月
散
、
藤
井
氏
の
世
に
伝
ふ
る
と
こ
ろ
の
神
方
な
り
。
夫
れ
　
　
　
眼
は
一
身
之
精
華
に
し
て
人
体
之
至
宝
な
り
、
而
し
て
其
の
た
め
、
疾
痘
・
　
　
　
瘡
庁
・
入
眼
或
い
は
肝
虚
目
暗
・
青
盲
内
障
、
も
と
よ
り
衆
医
の
難
き
と
こ
　
　
　
ろ
な
り
。
翁
能
く
人
之
稟
性
、
眼
之
虚
実
を
察
視
し
、
其
症
に
随
ひ
て
治
を
　
　
　
施
す
こ
と
百
発
百
中
。
翁
又
自
ら
云
ふ
、
君
夫
れ
遠
境
の
人
踵
到
る
こ
と
能
　
　
　
は
ざ
る
門
の
者
、
此
薬
に
点
ず
れ
ば
其
病
眼
亦
有
効
に
立
つ
と
。
　
　
回
「
北
」
部
『
本
、
外
本
郷
三
町
目
東
横
丁
大
通
加
州
金
沢
関
口
良
　
　
　
哲
』
家
有
す
、
化
金
龍
神
方
、
主
治
、
発
狂
・
癩
痛
及
び
疲
咳
、
又
蘭
方
聖
　
　
　
授
香
、
徽
毒
に
投
じ
而
し
て
即
効
あ
り
、
各
神
奇
な
り
。
　
④
～
ω
は
、
『
人
名
録
』
中
か
ら
、
蘭
方
由
緒
の
言
説
を
有
す
る
宣
伝
・
広
告
記
事
を
す
べ
て
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
④
の
山
口
雲
亭
の
よ
う
に
、
関
東
近
郊
を
出
身
地
と
し
長
崎
遊
学
の
経
験
を
持
つ
町
医
が
、
文
政
期
頃
に
な
る
と
江
戸
に
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
人
名
録
』
に
み
え
る
記
載
が
事
実
と
す
れ
ば
、
山
口
は
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
家
に
弟
子
入
り
を
し
、
外
科
（
「
親
灸
」
と
あ
る
が
）
に
関
す
る
外
来
知
識
を
取
得
し
た
。
そ
の
経
歴
を
巧
み
に
活
か
し
、
「
外
科
奇
術
」
「
尋
常
に
称
す
る
と
こ
ろ
の
外
科
者
流
と
異
な
る
…
…
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
さ
せ
つ
つ
、
自
ら
の
町
医
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
拡
大
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
一
方
、
㈲
・
㈲
・
㈲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
藩
医
の
事
例
で
あ
る
。
　
㈲
の
武
井
は
、
『
人
名
録
』
編
さ
ん
に
も
関
わ
っ
た
医
師
で
あ
る
（
前
掲
）
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
同
家
は
歴
代
に
及
ん
で
蘭
方
医
・
桂
川
家
門
下
で
あ
り
、
外
科
治
療
術
に
外
来
の
知
識
を
活
か
し
棚
倉
藩
に
勤
仕
し
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
幕
府
・
藩
で
は
、
外
科
・
産
科
・
眼
科
な
ど
一
部
を
除
い
て
、
蘭
方
医
学
の
知
識
を
公
的
に
展
開
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
が
、
む
し
ろ
彼
ら
藩
医
レ
ベ
ル
に
お
い
て
こ
そ
、
西
洋
の
学
術
へ
の
関
心
は
高
く
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
鈴
木
長
庵
回
の
「漢
蘭
雑
録
」
や
関
口
良
哲
倒
の
「
蘭
方
聖
授
香
」
は
、
詳
細
な
内
容
こ
そ
不
明
だ
が
そ
の
種
の
興
味
が
結
実
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
な
お
、
④
の
藤
井
左
沖
は
眼
科
を
専
門
と
す
る
町
医
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
の
蘭
方
医
学
の
知
識
が
ど
の
学
統
よ
り
出
自
す
る
も
の
か
は
示
さ
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
十
生
玄
碩
門
（
後
掲
）
に
も
彼
の
名
前
は
み
え
な
い
。
も
っ
と
も
『
人
名
録
』
に
掲
載
さ
れ
る
宣
伝
・
広
告
記
事
は
、
決
し
て
学
問
的
な
裏
づ
け
を
立
証
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
蘭
方
流
を
標
榜
す
る
家
伝
薬
の
販
売
が
主
た
る
目
的
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
れ
以
外
の
記
述
に
よ
っ
て
も
、
江
戸
在
住
の
（
藩
邸
内
に
居
住
す
る
藩
医
を
含
96
海原亮［江戸の蘭学者］
む
）
医
師
の
多
く
は
、
家
伝
と
称
す
る
薬
方
を
有
し
た
の
で
あ
り
、
こ
そ
が
「
医
療
」
活
動
の
実
態
で
あ
っ
た
。
②
江
戸
市
中
の
蘭
方
医
　
　
各
種
門
人
帳
と
の
照
合
か
ら
そ
れ
ら
の
販
売
　
0
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
政
期
初
め
の
江
戸
に
お
い
て
は
、
蘭
方
医
学
の
素
養
を
実
際
の
「
医
療
」
場
面
に
適
用
し
、
療
治
術
ま
た
薬
方
へ
と
用
い
て
い
く
流
れ
が
依
然
、
初
歩
的
段
階
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
立
ち
現
れ
て
い
た
。
本
節
で
は
『
人
名
録
』
に
記
載
さ
れ
た
約
二
千
名
に
お
よ
ぶ
医
師
を
対
象
と
し
て
、
彼
ら
医
師
た
ち
の
間
で
蘭
方
医
学
の
学
術
・
知
識
が
ど
の
程
度
ま
で
普
及
し
た
の
か
と
い
う
点
を
考
察
し
て
み
た
い
。
　
具
体
的
に
は
、
主
要
な
蘭
学
者
の
門
人
帳
を
『
人
名
録
』
と
照
合
す
る
作
業
で
あ
る
。
今
回
は
、
執
筆
・
者
の
準
備
の
都
合
に
よ
り
、
時
期
も
区
々
な
五
種
類
（
土
生
玄
碩
・
華
岡
青
洲
・
大
槻
玄
沢
・
伊
東
玄
朴
・
坪
井
信
道
）
に
限
っ
て
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
示
さ
れ
た
手
法
が
、
医
師
相
互
の
師
弟
関
係
を
示
し
、
蘭
学
的
な
学
文
を
紡
ぐ
縦
糸
だ
と
す
れ
ば
、
本
節
の
結
果
は
、
巨
大
都
市
H
江
戸
に
複
雑
か
つ
多
面
的
に
関
わ
り
あ
っ
た
横
糸
を
解
明
す
る
作
業
と
な
ろ
う
。
両
者
は
と
も
に
以
前
よ
り
研
究
史
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
蘭
学
者
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
体
と
言
え
る
が
、
と
く
に
後
者
は
そ
の
結
合
の
契
機
が
実
に
多
様
な
契
機
に
起
因
し
た
関
係
構
造
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
ω
土
生
玄
碩
門
下
　
は
じ
め
に
、
一
八
世
紀
末
期
以
降
、
西
洋
流
の
外
科
的
な
手
法
を
積
極
的
に
採
用
す
る
な
ど
眼
科
分
野
の
中
心
的
位
置
に
あ
っ
て
活
躍
し
た
土
生
玄
碩
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
な
お
、
こ
の
門
人
帳
に
関
し
て
は
、
す
で
に
田
崎
哲
郎
氏
に
よ
　
　
　
　
　
（
1
6
）
る
紹
介
が
あ
る
。
　
田
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
「
迎
翠
堂
門
人
帳
」
は
、
玄
碩
が
江
戸
に
出
て
杉
田
玄
白
の
家
に
寄
宿
し
た
文
化
五
年
（
一
八
〇
入
）
以
降
の
記
載
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
没
後
も
執
事
の
手
に
よ
り
引
き
続
き
帳
簿
は
作
成
さ
れ
て
お
り
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に
至
る
計
三
一
七
名
（
番
号
。
正
確
な
人
数
で
は
な
い
）
の
門
人
を
掲
載
す
る
。
今
回
は
、
こ
の
う
ち
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
入
門
以
前
ま
で
の
一
九
七
名
に
限
り
『
人
名
録
』
と
の
対
照
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
結
果
、
土
生
家
の
門
人
ま
た
は
何
ら
か
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
者
は
、
次
の
二
名
で
あ
っ
た
。
刊
行
年
・
版
ご
と
に
、
以
下
、
列
挙
す
る
（
以
下
同
）
。
〔文
政
二
年
版
〕
①
『眼
／
上
藩
／
丹
波
篠
山
／
谷
田
部
玄
林
』
…
記
載
は
順
に
「
専
科
、
居
所
、
　
所
属
藩
名
（
町
医
の
場
合
は
記
載
な
し
）
／
氏
名
」
で
あ
る
（
以
下
同
）
。
「
迎
　
翠
堂
門
人
帳
」
に
お
い
て
「
屋
敷
内
　
青
山
下
野
守
殿
医
師
　
矢
田
部
立
賢
」
　
と
さ
れ
る
人
物
が
こ
の
家
系
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
。
両
者
は
と
も
に
丹
波
　
篠
山
藩
の
江
戸
藩
邸
を
拠
点
に
眼
科
医
と
し
て
活
躍
が
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
　
よ
う
に
『
人
名
録
』
と
各
々
の
門
人
帳
と
の
照
合
は
、
記
載
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
　
詳
細
が
完
全
に
↓
致
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
稀
な
た
め
、
照
合
に
あ
た
っ
て
は
　
複
数
の
判
断
材
料
を
慎
重
に
勘
案
し
て
、
以
下
の
結
論
を
得
た
こ
と
を
明
記
し
　
て
お
き
た
い
。
②
『
眼
／
日
本
橋
十
軒
店
／
　
／
馬
島
周
見
』
…
周
知
の
よ
う
に
馬
島
流
は
尾
　
張
馬
島
村
に
本
拠
を
構
え
、
当
時
、
全
国
的
な
名
声
と
隆
盛
を
極
め
た
眼
科
術
　
の
一
派
で
あ
る
。
土
生
玄
碩
門
に
も
「
馬
島
道
益
　
物
故
　
尾
張
名
古
屋
　
尾
　
張
大
納
言
殿
医
師
」
と
あ
っ
て
、
馬
島
家
と
の
間
に
師
弟
関
係
が
確
認
さ
れ
る
。
　
一
方
、
『
人
名
録
』
に
記
載
さ
れ
た
周
見
と
い
う
人
物
が
江
戸
に
お
い
て
ど
の
　
よ
う
な
活
躍
を
し
た
の
か
、
史
料
面
か
ら
の
実
証
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
　
『
人
名
録
』
「
文
政
三
年
版
」
に
は
「
武
州
川
越
北
町
　
馬
嶋
泰
元
」
と
い
う
人
　
物
も
登
場
す
る
。
江
戸
近
郊
・
川
越
の
町
医
で
あ
る
が
、
関
東
近
辺
に
お
け
る
　
馬
島
流
眼
科
術
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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③
『外
／
京
橋
因
幡
丁
／
予
州
松
山
／
畑
中
分
中
』
…
「
迎
翠
堂
門
人
帳
」
に
「
京
　
橋
因
幡
町
　
畑
申
分
中
三
男
　
畑
中
分
容
」
と
み
え
る
。
当
時
、
産
科
医
と
し
　
て
著
名
で
あ
っ
た
（
外
科
医
と
記
載
さ
れ
る
が
）
畑
中
氏
が
、
自
ら
の
子
息
を
　
土
生
門
下
に
入
れ
、
眼
科
術
の
修
業
を
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
分
中
は
華
岡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
｝
　
青
洲
と
も
深
い
交
流
が
あ
り
、
蘭
方
医
学
の
知
識
吸
収
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。
　
在
府
の
伊
予
松
山
藩
医
と
さ
れ
て
い
る
が
、
居
所
で
あ
る
因
幡
丁
は
日
本
橋
の
　
中
心
に
位
置
し
、
い
ず
れ
の
松
山
藩
邸
か
ら
も
離
れ
た
位
置
に
あ
る
。
畑
中
氏
　
の
場
合
、
町
医
と
し
て
の
名
声
が
先
に
立
ち
、
藩
医
に
登
用
さ
れ
た
も
の
と
思
　
わ
れ
る
。
④
『外
、
眼
／
浜
町
山
伏
井
戸
／
若
州
小
浜
／
杉
田
立
卿
』
…
杉
田
玄
白
息
で
あ
　
る
立
卿
（
一
七
八
六
～
一
八
四
五
）
は
、
眼
科
医
で
あ
っ
た
。
プ
レ
ン
キ
　
q
°
］
°
国
Φ
ロ
o
犀
）
『
眼
科
新
書
』
．
．
＜
ぴ
昏
①
ロ
ユ
而
ま
σ
q
o
＜
o
「
ユ
o
O
o
ぬ
恩
o
古
⑳
ロ
．
翻
訳
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
刊
行
は
、
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
の
こ
と
で
あ
る
か
　
ら
、
そ
の
直
後
と
な
る
。
「
浜
街
　
御
目
見
医
師
　
酒
井
若
狭
守
殿
医
師
　
○
　
杉
田
立
卿
」
と
み
え
る
。
土
生
門
下
と
し
て
当
時
す
で
に
幕
府
「
御
目
見
」
の
　
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
〔文
政
三
年
版
〕
⑤
『眼
／
本
／
麻
布
桜
田
町
／
筑
後
久
留
米
／
行
徳
元
穆
』
…
「
筑
州
・
有
馬
玄
蕃
　
頭
医
師
　
行
徳
温
庵
」
と
あ
る
。
詳
細
な
確
認
は
で
き
な
い
が
、
久
留
米
藩
医
　
で
あ
り
、
彼
を
元
穆
の
親
類
筋
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
た
い
。
な
お
「
文
政
　
三
年
版
」
に
は
『
眼
／
本
材
木
町
四
丁
目
／
　
　
／
行
徳
元
格
』
な
る
者
が
み
　
え
る
。
元
格
に
つ
い
て
は
「
筑
後
竹
野
郡
の
人
、
江
都
本
材
木
第
四
街
に
住
し
、
　
眼
目
一
科
を
世
業
と
す
、
元
穆
始
め
江
都
に
来
り
業
益
広
、
後
に
久
留
米
侯
侍
　
医
と
な
る
、
元
格
旧
弟
子
と
な
り
其
才
秀
を
以
っ
て
養
子
と
な
り
、
長
女
を
　
以
っ
て
之
に
配
す
、
別
し
て
］
家
を
為
す
と
云
ふ
」
と
の
解
説
が
あ
る
。
こ
れ
　
に
よ
る
と
、
記
録
上
で
は
町
医
の
扱
い
だ
が
、
行
徳
氏
は
藩
医
に
あ
り
な
が
ら
　
町
在
を
許
さ
れ
、
藩
邸
外
に
も
居
を
構
え
活
動
を
お
こ
な
っ
た
家
系
だ
っ
た
と
　
考
え
ら
れ
る
。
⑥
『本
／
愛
宕
下
上
邸
／
予
州
松
山
／
渡
辺
春
良
』
…
彼
も
ま
た
、
江
戸
藩
邸
に
　
詰
め
、
活
躍
す
る
伊
予
松
山
藩
医
で
あ
る
。
門
人
帳
に
お
い
て
も
、
藩
名
・
氏
　
名
を
照
合
す
れ
ば
彼
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
記
載
の
全
体
か
ら
判
断
す
る
限
　
り
、
彼
の
入
塾
は
嘉
永
初
年
頃
と
思
わ
れ
る
。
文
政
期
初
め
頃
、
本
道
医
で
　
あ
っ
た
春
良
は
、
の
ち
に
西
洋
医
学
に
関
心
を
覚
え
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
　
土
生
門
下
で
は
、
全
体
で
五
名
ほ
ど
の
松
山
藩
関
係
者
が
確
認
で
き
る
（
高
橋
　
玄
修
、
平
田
太
仲
、
天
岸
槻
玄
、
畑
中
〈
前
掲
〉
、
渡
邊
。
入
塾
順
）
。
最
も
早
　
い
高
橋
が
「
天
保
辛
丑
歳
生
年
十
四
」
す
な
わ
ち
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
こ
の
入
塾
と
思
わ
れ
、
そ
の
後
約
五
年
程
の
間
に
、
土
生
門
下
生
を
五
人
も
　
輩
出
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
松
山
藩
江
戸
藩
邸
の
医
師
た
ち
の
間
に
、
西
　
洋
医
学
の
知
識
を
受
容
す
る
素
地
が
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑦
『本
／
外
／
麻
布
日
ケ
窪
上
邸
／
長
州
府
中
／
長
松
伝
庵
』
…
最
も
早
い
段
階
　
の
入
門
に
属
す
る
。
土
生
の
門
下
に
は
長
州
藩
出
身
者
が
少
な
く
入
門
の
契
機
　
や
、
江
戸
に
お
け
る
活
動
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
⑧
『本
／
外
神
田
御
堀
通
上
邸
／
羽
州
米
沢
／
内
村
玄
知
』
…
「
羽
州
米
沢
上
杉
　
弾
正
大
弼
医
師
　
○
内
村
玄
智
」
と
あ
る
。
門
下
の
米
沢
藩
医
に
は
そ
の
他
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
も
伊
東
救
庵
・
宮
崎
周
伯
が
い
る
。
時
期
的
に
は
離
れ
て
い
る
が
、
関
連
性
が
　
注
目
さ
れ
る
。
⑨
『眼
／
常
州
土
浦
（
医
官
）
／
清
水
玄
磋
』
…
土
浦
藩
医
と
し
て
、
清
水
玄
磋
　
（
「
天
保
辛
丑
歳
生
年
二
十
四
」
と
あ
り
）
の
名
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
安
政
　
五
年
（
一
八
五
八
）
入
門
の
清
水
玄
輪
は
、
彼
の
子
弟
で
あ
ろ
う
か
。
「
土
屋
　
采
女
正
殿
医
師
、
玄
隆
男
」
と
あ
り
、
同
じ
く
藩
医
身
分
で
あ
る
こ
と
は
確
認
　
で
き
る
。
土
浦
藩
の
関
係
者
は
他
に
見
い
だ
せ
な
い
の
で
、
彼
の
場
合
は
単
純
　
に
眼
科
術
に
関
す
る
学
問
的
な
関
心
か
ら
入
塾
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
⑩
『本
、
眼
／
芝
口
一
町
目
上
邸
／
豊
後
岡
／
二
宮
玄
曇
』
…
彼
の
場
合
も
、
藩
・
　
氏
名
が
ま
っ
た
く
一
致
し
、
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。
豊
後
国
全
体
で
は
計
98
海原亮［江戸の蘭学者］
　
六
名
、
岡
藩
か
ら
三
名
の
門
下
を
輩
出
し
、
二
宮
が
入
門
す
る
直
前
に
も
「
本
　
石
町
三
丁
目
　
中
川
修
理
大
夫
殿
内
　
葛
城
恒
庵
」
な
る
江
戸
詰
藩
医
の
名
前
　
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
⑪
『本
／
谷
中
三
崎
町
／
羽
州
山
形
／
朝
枝
静
安
』
…
「
呉
服
橋
秋
元
但
馬
守
医
　
師
　
○
朝
枝
静
安
」
と
あ
る
。
領
主
の
秋
元
氏
は
、
『
人
名
録
』
に
あ
る
よ
う
　
に
、
文
政
三
年
当
時
、
山
形
藩
主
で
あ
っ
た
が
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
一
　
一
月
に
館
林
へ
転
封
と
な
っ
て
い
る
。
谷
中
三
崎
町
・
呉
服
橋
は
と
も
に
秋
元
　
氏
の
屋
敷
が
位
置
し
た
場
所
で
あ
る
。
な
お
、
両
者
の
静
安
は
同
一
人
物
と
思
　
わ
れ
る
。
彼
の
入
門
は
転
封
の
前
・
天
保
期
初
め
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
静
安
は
　
本
道
医
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
息
・
静
軒
も
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
土
生
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
の
門
下
生
と
な
っ
た
こ
と
が
「
迎
翠
堂
門
人
帳
」
か
ら
確
認
で
き
る
。
②
華
岡
青
洲
門
下
　
次
に
、
当
時
、
外
科
治
療
・
手
術
の
分
野
に
お
い
て
大
き
な
功
績
を
残
し
た
華
岡
青
洲
の
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
青
洲
門
下
に
は
、
天
明
年
間
よ
り
維
新
期
ま
で
約
千
三
百
名
に
達
す
る
入
門
者
が
あ
り
、
全
国
ほ
と
ん
ど
に
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
名
声
が
知
れ
わ
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
門
人
帳
「
春
林
軒
門
人
録
」
（
以
下
、
「
門
人
録
」
と
記
す
）
と
『
人
名
録
』
を
比
較
照
合
し
た
結
果
、
次
の
二
七
名
に
つ
い
て
師
弟
関
係
（
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
結
び
つ
き
）
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
追
跡
作
業
を
す
れ
ば
、
町
医
を
含
む
江
戸
在
住
医
師
の
間
に
も
、
青
洲
の
影
響
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
〔文
政
二
年
版
〕
①
『外
／
両
国
村
松
町
／
　
／
宮
川
順
達
』
…
青
洲
の
高
弟
、
宮
河
順
達
の
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
と
で
あ
る
。
呉
秀
三
氏
に
よ
れ
ば
、
加
賀
金
沢
を
出
自
と
し
、
文
化
三
年
（
一
　
　
八
〇
六
）
以
降
、
青
洲
門
下
に
な
っ
た
。
土
生
玄
碩
に
も
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。
　
　
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
、
本
道
医
と
し
て
幕
府
の
御
目
見
と
な
り
、
こ
の
頃
、
　
す
な
わ
ち
『
人
名
録
』
掲
載
の
時
期
が
最
も
隆
盛
だ
っ
た
と
い
う
。
「
迎
翠
堂
　
門
人
帳
」
に
は
、
「
口
口
（
原
文
書
破
損
）
街
　
御
目
見
医
師
　
酒
井
雅
楽
頭
　
医
師
　
宮
川
順
達
」
と
み
え
、
そ
の
所
在
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
所
属
は
酒
　
井
氏
（
播
州
姫
路
藩
主
）
と
な
っ
て
い
る
。
『
人
名
録
』
記
載
の
居
所
・
村
松
　
町
は
、
酒
井
雅
楽
頭
中
屋
敷
（
北
神
田
）
に
近
く
、
文
政
期
初
め
頃
の
段
階
で
　
も
同
藩
と
の
関
係
は
継
続
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
同
地
に
開
業
し
、
江
　
戸
中
に
名
声
を
博
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
②
『内
、
外
、
骨
／
馬
喰
丁
一
丁
目
川
岸
／
　
／
原
澤
文
仲
』
…
入
門
は
文
化
　
二
年
（
一
八
一
四
）
二
月
二
五
日
で
あ
る
。
「
門
人
録
」
に
「
江
戸
亀
井
町
　
　
原
澤
文
中
」
と
あ
っ
て
居
所
も
一
致
す
る
。
原
澤
氏
の
場
合
、
典
型
的
な
町
　
医
と
推
定
さ
れ
る
が
、
外
科
・
正
骨
に
先
駆
的
な
技
術
を
有
す
る
こ
と
は
、
都
　
市
内
「
医
療
」
に
と
っ
て
も
大
き
な
利
点
た
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
③
『外
／
新
橋
加
賀
町
／
石
州
浜
田
／
石
川
甫
淳
』
…
文
化
一
二
年
四
月
一
七
日
　
入
門
。
「
東
都
定
府
新
橋
加
賀
町
」
と
み
え
る
。
定
府
藩
医
と
し
て
藩
邸
に
も
　
近
い
新
橋
加
賀
町
に
居
所
を
構
え
開
業
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
④
『鍼
／
中
橋
上
槙
丁
／
－
／
中
川
良
哉
』
…
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
正
月
　
＝
二
日
の
入
門
者
に
「
中
橋
　
中
川
良
英
」
が
あ
る
。
両
者
に
は
、
何
ら
か
の
　
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
⑤
『内
／
青
山
百
人
丁
手
前
／
丹
波
篠
山
／
渡
邊
波
龍
』
…
渡
邊
氏
の
場
合
も
、
　
現
時
点
で
は
本
人
と
確
定
す
る
史
料
を
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
た
だ
し
篠
山
藩
　
か
ら
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
一
一
月
一
二
日
「
青
山
下
総
守
医
官
　
渡
　
邊
尚
謙
」
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
二
月
二
五
日
「
笹
山
家
中
　
渡
邊
岩
雄
」
　
二
名
が
入
門
し
た
の
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
龍
の
居
所
「
百
人
丁
手
前
」
は
同
藩
　
下
屋
敷
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑥
『
外
／
下
谷
藩
／
勢
州
久
居
／
蜂
屋
元
常
』
…
「
門
人
録
」
に
は
重
複
し
て
登
場
　
す
る
（
「
伊
勢
」
お
よ
び
「
武
蔵
」
の
項
）
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
六
月
一
　
三
日
が
入
門
日
で
、
名
前
は
蜂
屋
元
東
と
さ
れ
る
。
居
所
は
「
江
戸
下
谷
向
柳
99
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原
久
居
藩
中
」
で
あ
り
、
『
人
名
録
』
記
載
と
も
一
致
す
る
た
め
、
時
期
的
な
　
　
点
か
ら
考
え
て
元
常
の
子
弟
に
相
当
す
る
人
物
で
は
な
い
か
。
⑦
『内
、
外
／
中
藩
／
奥
州
会
津
／
高
橋
玄
順
』
…
や
や
時
代
は
下
る
が
、
安
政
　
　
⊥
ハ
年
（
一
八
五
九
）
五
月
二
八
日
、
会
津
藩
医
・
高
橋
順
甫
な
る
人
物
が
入
門
　
　
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
玄
順
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
〔文
政
三
年
版
〕
⑧
『本
／
大
久
保
下
邸
／
丹
後
宮
津
／
三
上
順
道
』
…
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
　
　
二
月
一
八
日
、
宮
津
藩
医
「
三
上
順
道
（
名
順
、
字
順
道
）
」
入
門
が
確
認
さ
　
　
れ
る
。
⑨
『針
／
青
山
百
人
町
末
上
邸
／
予
州
西
条
／
木
村
春
碩
』
…
彼
の
場
合
も
確
認
　
　
は
不
能
だ
が
、
「
門
人
録
」
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
部
分
に
「
西
條
医
官
　
　
木
村
右
善
」
な
る
人
物
が
入
門
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
　
⑩
『本
、
外
／
芝
新
堀
中
邸
／
讃
州
丸
亀
／
三
田
耕
亭
』
…
同
じ
三
田
姓
の
丸
亀
　
　
藩
医
が
入
門
を
遂
げ
て
い
る
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
二
月
一
三
日
「
丸
亀
　
　
藩
中
三
田
玄
升
」
、
文
政
二
年
（
一
八
二
八
）
五
月
五
日
「
丸
亀
藩
中
　
　
三
田
文
輔
」
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
九
月
一
二
日
「
丸
亀
藩
中
　
三
田
元
　
　
澤
」
と
時
代
を
越
え
て
三
例
が
確
認
で
き
る
。
耕
亭
を
含
め
て
青
洲
門
に
近
い
　
　
存
在
の
医
師
（
本
道
、
外
科
）
と
言
え
よ
う
。
　
⑪
『本
／
木
挽
町
五
丁
目
／
石
州
浜
田
／
二
宮
齢
甫
』
…
文
化
九
年
八
月
二
四
日
　
　
入
門
。
「
門
人
録
」
に
「
江
戸
八
丁
堀
亀
町
　
松
平
周
防
守
家
中
　
二
宮
齢
脩
」
　
　
と
み
え
る
人
物
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
齢
脩
の
所
属
が
棚
倉
藩
と
さ
れ
る
　
　
点
に
疑
問
が
残
る
が
、
周
防
守
中
屋
敷
は
木
挽
町
五
丁
目
か
ら
も
至
近
に
位
置
　
　
す
る
。
　
⑫
『本
／
本
郷
五
町
目
上
邸
／
加
州
金
沢
／
今
井
昌
軒
』
…
文
化
九
年
六
月
一
五
　
　
日
入
門
、
藩
名
・
氏
名
と
も
に
一
致
す
る
。
研
究
史
は
、
文
化
～
文
政
期
こ
ろ
　
　
に
青
洲
の
名
声
が
頂
点
を
迎
え
た
と
指
摘
す
る
が
、
こ
の
事
実
は
江
戸
に
お
け
　
　
る
入
門
者
の
多
さ
か
ら
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
外
科
医
に
限
ら
　
ず
、
『
人
名
録
』
中
で
本
道
医
と
さ
れ
る
者
の
う
ち
に
も
入
門
者
が
目
立
っ
て
　
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
⑬
『本
／
外
神
田
上
邸
／
日
向
飲
肥
／
由
地
良
察
』
…
文
政
三
年
一
二
月
↓
日
に
、
　
飲
肥
藩
医
の
由
地
春
渓
が
入
門
し
た
と
の
記
録
が
み
ら
れ
る
。
『
人
名
録
』
刊
　
行
の
ま
さ
に
同
じ
時
期
で
あ
り
、
両
者
は
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
由
地
も
、
　
本
道
を
専
門
と
す
る
医
師
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
⑭
『外
／
浅
草
鳥
越
上
邸
／
肥
前
平
戸
／
貞
方
立
養
』
…
文
政
四
年
五
月
一
二
日
、
　
藩
名
・
氏
名
と
も
に
一
致
す
る
。
⑮
『本
／
新
橋
森
山
町
／
　
／
讐
木
元
武
』
…
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
、
一
月
、
　
「
高
麗
郡
飯
農
宿
　
讐
木
元
武
」
と
い
う
同
姓
同
名
者
が
入
門
し
て
い
る
。
居
　
所
は
全
く
異
な
る
が
、
近
郊
か
ら
江
戸
に
出
て
、
町
医
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
　
を
想
定
し
た
い
。
な
お
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
四
月
一
日
入
門
者
に
「
高
　
麗
郡
飯
農
宿
黒
田
領
分
　
讐
木
元
民
」
が
お
り
、
両
者
は
、
何
ら
か
の
縁
戚
関
　
係
と
考
え
ら
れ
る
。
⑯
『本
／
麹
町
元
善
国
寺
谷
／
志
州
鳥
羽
／
松
井
玄
竜
』
…
こ
れ
も
同
一
人
物
で
　
あ
る
こ
と
の
実
証
は
で
き
て
い
な
い
が
、
文
政
八
年
八
月
一
日
の
入
門
者
に
　
「
波
切
村
　
松
井
萬
庵
」
が
お
り
、
同
村
は
志
摩
国
に
位
置
す
る
。
『
人
名
録
』
　
記
載
で
は
、
松
井
玄
竜
が
江
戸
在
住
で
藩
医
と
さ
れ
る
点
は
課
題
と
し
て
残
る
　
が
、
検
討
を
要
す
る
事
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
⑰
『本
／
神
田
明
神
下
上
邸
／
信
州
岩
村
田
／
中
嶋
昌
庵
』
…
文
政
一
〇
年
二
　
八
二
七
）
一
〇
月
八
日
に
「
明
神
下
　
中
島
昌
造
（
昌
庵
）
」
の
入
門
記
録
が
　
あ
る
。
「
門
人
録
」
に
は
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
『
人
名
録
』
に
よ
れ
ば
中
　
嶋
は
藩
医
で
あ
り
、
神
田
明
神
下
に
位
置
す
る
内
藤
豊
後
守
（
岩
村
田
藩
主
）
　
藩
邸
を
拠
点
に
活
躍
し
た
。
⑱
『本
／
呉
服
橋
内
上
邸
／
信
州
松
本
／
堀
内
小
学
』
…
文
政
一
〇
年
に
二
人
の
　
堀
内
氏
が
入
門
し
て
い
る
。
「
松
本
家
中
　
堀
内
桂
造
」
は
入
門
月
日
が
不
詳
　
で
あ
る
。
一
方
、
同
年
一
〇
月
一
〇
日
に
「
松
本
家
中
　
堀
内
儒
司
」
が
登
場
100
海原亮［江戸の蘭学者］
　
す
る
。
両
者
は
お
そ
ら
く
同
時
期
に
同
じ
経
緯
に
よ
っ
て
門
下
生
と
な
っ
た
の
　
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
正
式
に
松
本
藩
医
か
ど
う
か
（
子
弟
の
場
合
も
　
「
家
中
」
に
数
え
ら
れ
る
場
合
が
多
い
）
は
な
お
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
⑲
『児
／
青
山
百
人
町
末
上
邸
／
予
州
西
条
／
守
矢
子
行
』
…
文
政
二
年
二
月
　
一
七
日
、
藩
名
・
氏
名
が
一
致
す
る
。
「
門
人
録
」
に
は
「
東
都
」
と
あ
り
、
　
守
矢
氏
が
常
府
の
藩
医
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
⑳
『本
／
愛
宕
下
上
邸
／
予
州
松
山
／
西
崎
杏
庵
』
…
氏
名
は
一
致
し
な
い
が
、
　
松
山
か
ら
は
（
正
確
に
は
藩
医
と
記
載
さ
れ
て
い
な
い
）
「
西
崎
昇
伯
」
が
文
　
政
二
二
年
（
一
八
三
〇
）
一
一
月
二
六
日
に
、
ま
た
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
　
閏
二
月
二
一
日
、
「
松
山
藩
中
　
西
崎
松
伯
」
が
入
門
を
は
た
し
て
い
る
。
杏
　
庵
も
、
彼
ら
の
親
類
筋
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
⑳
『本
／
本
郷
五
町
目
上
邸
／
加
州
金
沢
／
大
高
元
哲
』
…
文
政
一
二
年
（
一
八
　
二
九
）
六
月
二
八
日
入
門
。
彼
の
場
合
、
居
所
・
藩
名
・
氏
名
と
も
↓
致
す
る
。
⑳
『本
／
永
田
馬
場
上
邸
／
肥
前
大
村
／
近
藤
杏
山
』
…
大
村
藩
か
ら
は
、
総
勢
　
三
名
の
近
藤
姓
の
医
師
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
八
月
　
］
二
日
「
大
村
　
近
藤
文
仲
」
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
一
〇
月
九
日
「
大
　
村
近
藤
尚
適
」
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
正
月
一
〇
日
「
大
村
近
藤
春
　
庵
」
で
あ
る
。
　
　
深
川
侵
堂
『
大
村
藩
の
医
学
』
（
一
九
三
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
同
藩
か
ら
は
　
藩
命
に
よ
っ
て
藩
医
を
目
指
す
者
の
多
く
が
華
岡
門
に
学
ん
で
い
る
。
彼
ら
も
　
そ
の
う
ち
で
あ
り
、
正
式
に
藩
医
と
な
る
以
前
に
、
短
期
間
で
は
あ
る
が
修
行
　
に
訪
れ
た
。
⑳
『本
／
赤
坂
溜
池
中
邸
／
肥
前
佐
賀
／
三
田
道
筑
』
…
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
　
一
〇
月
二
五
日
に
は
、
「
佐
嘉
藩
中
　
三
田
昌
仙
」
が
入
門
し
て
い
る
。
た
だ
　
し
、
こ
れ
以
上
の
情
報
が
な
い
た
め
『
人
名
録
』
の
人
物
と
一
致
す
る
か
は
不
　
明
で
あ
る
。
⑳
『本
／
染
井
下
邸
／
勢
州
津
／
伊
東
玄
昇
』
…
弘
化
四
年
正
月
四
日
、
在
府
の
　
　
藤
堂
藩
医
・
伊
藤
玄
叔
が
入
門
し
た
と
の
記
事
が
み
え
る
。
時
期
的
に
は
、
　
　
『
人
名
録
』
か
ら
二
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
彼
の
子
弟
関
係
に
　
　
相
当
す
る
人
物
と
考
え
た
い
。
　
⑳
『
外
／
外
神
田
上
邸
／
日
向
飲
肥
／
木
脇
道
隆
』
…
木
脇
氏
の
場
合
は
、
万
延
　
　
元
年
（
一
八
六
〇
）
八
月
三
日
、
「
飲
肥
那
珂
郡
伊
東
修
理
大
夫
家
中
　
木
脇
　
　
道
隆
」
と
し
て
入
門
の
記
録
が
あ
る
。
『
人
名
録
』
と
同
一
人
物
で
は
な
く
、
　
　
や
は
り
子
息
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
次
の
二
名
を
掲
げ
て
お
く
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
史
料
的
な
裏
付
け
に
乏
し
く
さ
ら
に
厳
密
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
敢
え
て
紹
介
す
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
酷
似
性
を
指
摘
す
る
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
⑳
『本
／
外
神
田
上
邸
／
濃
州
八
幡
／
林
俊
庵
』
…
文
政
七
年
二
八
二
四
）
一
　
　
〇
月
一
四
日
、
「
（
濃
州
）
本
巣
郡
十
八
條
、
林
俊
平
」
な
る
入
門
者
が
記
録
さ
　
　
れ
て
い
る
。
　
⑳
『
本
／
八
代
洲
河
岸
上
邸
／
因
州
鳥
取
／
牧
野
知
工
庵
』
…
文
久
三
年
（
一
八
　
　
六
三
）
八
月
二
九
日
、
「
鳥
取
藩
　
牧
野
文
昌
」
。
両
者
は
と
も
に
藩
医
で
あ
り
、
　
　
興
味
深
い
事
例
と
言
え
よ
う
。
③
大
槻
玄
沢
門
下
　
第
三
に
、
大
槻
玄
沢
の
門
人
に
つ
い
て
で
あ
る
。
（
本
報
告
集
所
収
の
鈴
木
幸
彦
論
文
も
参
照
さ
れ
た
い
）
彼
が
家
塾
を
開
設
し
、
入
塾
の
状
況
が
判
明
す
る
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
よ
り
文
政
九
年
ま
で
を
区
切
っ
て
照
合
し
た
。
結
果
、
門
人
帳
よ
り
江
戸
在
住
の
医
師
と
確
認
で
き
る
者
の
う
ち
、
以
下
の
七
名
に
つ
い
て
、
師
弟
関
係
を
示
す
状
況
を
確
認
で
き
た
。
〔文
政
二
年
版
〕
①
『
外
／
上
藩
／
越
後
長
岡
／
吉
見
三
良
』
…
『
人
名
録
』
記
載
よ
り
約
二
十
年
ほ
　
　
ど
前
に
な
る
が
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
五
月
一
〇
日
「
吉
見
元
仙
、
直
101
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養
」
入
門
の
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
藩
名
記
載
は
「
越
後
長
岡
」
と
あ
る
の
　
　
み
で
藩
医
な
の
か
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
元
仙
の
子
息
が
三
良
の
世
代
に
該
当
　
　
す
る
の
で
は
な
い
か
。
〔文
政
三
年
版
〕
②
『本
／
愛
宕
下
二
葉
町
上
邸
／
江
州
大
溝
／
別
所
養
寿
』
…
寛
政
九
年
（
一
七
　
　
九
七
）
四
月
二
六
日
、
「
分
野
左
京
亮
内
　
別
所
新
八
友
恕
」
入
門
の
記
事
に
　
　
拠
る
。
③
『外
／
駒
込
中
邸
／
和
州
郡
山
／
熊
沢
昌
庵
』
…
入
門
は
、
文
化
四
年
（
一
八
　
　
〇
七
）
一
〇
月
一
二
日
「
松
平
甲
斐
守
家
中
　
熊
沢
昌
庵
　
中
行
」
で
あ
る
。
　
　
藩
名
・
氏
名
と
も
に
一
致
す
る
。
『
人
名
録
』
か
ら
一
三
年
前
の
記
録
で
あ
る
　
　
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
『外
／
鍛
冶
橋
内
上
邸
／
土
州
高
知
／
南
良
哲
』
…
文
化
六
年
六
月
二
五
日
入
　
　
門
、
「
土
州
　
南
良
哲
　
正
」
は
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。
⑤
『
外
／
芝
口
通
一
町
目
／
　
／
村
上
道
伯
』
…
文
化
一
三
年
二
八
一
六
）
　
　
五
月
二
八
日
の
「
江
戸
村
上
道
伯
、
不
括
」
。
彼
は
藩
に
属
さ
な
い
町
医
で
　
　
あ
り
、
『
人
名
録
』
の
時
期
と
も
非
常
に
近
い
。
藩
医
だ
け
で
は
な
く
町
医
レ
　
　
ベ
ル
に
も
実
際
に
玄
沢
の
下
に
入
門
す
る
な
ど
、
蘭
方
医
学
の
知
識
を
習
得
し
　
　
よ
う
と
す
る
動
き
が
文
化
期
の
後
半
以
降
、
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
こ
と
の
証
左
　
　
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
⑥
『本
／
外
鉄
砲
洲
中
邸
／
豊
前
中
津
／
渡
辺
三
立
』
…
文
化
一
四
年
（
一
八
一
　
　
七
）
八
月
四
日
、
「
江
戸
中
津
藩
　
渡
辺
三
折
、
広
」
が
入
門
。
『
人
名
録
』
か
　
　
ら
わ
ず
か
三
年
前
の
記
事
で
あ
り
、
江
戸
詰
医
師
と
い
う
身
分
も
同
じ
ゆ
え
両
　
　
者
の
対
照
に
は
か
な
り
の
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
　
⑦
『外
／
日
比
谷
御
門
外
上
邸
／
長
州
萩
／
烏
田
智
明
』
…
文
化
一
四
年
八
月
四
　
　
日
の
入
門
、
「
長
州
　
■
田
智
的
　
通
」
。
氏
名
は
異
な
る
が
、
留
意
す
べ
き
事
　
　
例
で
あ
る
。
　
以
上
、
江
戸
詰
藩
医
の
事
例
が
目
立
つ
が
、
い
ず
れ
も
『
人
名
録
』
以
前
に
玄
沢
門
下
に
学
ん
だ
事
例
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
文
政
期
初
め
頃
の
各
藩
邸
に
お
い
て
は
、
蘭
方
医
学
の
知
識
を
活
か
し
た
外
科
の
治
療
術
が
公
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同
所
を
拠
点
に
、
江
戸
市
中
へ
も
実
際
に
そ
れ
ら
の
治
療
法
が
援
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
叙
上
の
分
析
は
、
近
世
期
段
階
の
「
医
療
」
環
境
の
実
相
を
う
か
が
い
得
る
好
例
と
な
る
の
で
あ
る
。
④
伊
東
玄
朴
門
下
　
以
下
、
二
つ
の
門
人
帳
（
伊
東
玄
朴
、
坪
井
信
道
）
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
伊
東
・
坪
井
の
両
者
は
と
も
に
江
戸
に
開
塾
し
、
数
多
く
の
町
医
と
の
間
に
師
弟
関
係
を
有
し
た
蘭
学
者
で
あ
る
。
た
だ
し
彼
ら
が
師
弟
教
育
に
力
を
注
い
だ
時
期
は
、
『
人
名
録
』
の
刊
行
よ
り
か
な
り
時
代
が
下
っ
て
し
ま
う
（玄
朴
の
場
合
、
文
政
一
一
年
）
。
し
た
が
っ
て
、
同
書
と
比
較
対
照
し
た
結
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
本
稿
で
は
、
伊
東
玄
朴
「
門
人
姓
名
録
」
と
の
照
合
結
果
を
示
し
た
。
嘉
永
期
以
前
の
門
人
に
限
っ
て
検
討
す
れ
ば
、
以
下
の
九
名
に
つ
い
て
興
味
深
い
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
〔文
政
二
年
版
〕
①
『内
／
上
藩
／
越
前
敦
賀
／
岩
井
升
安
』
…
「
越
前
敦
賀
藩
岩
井
損
安
」
と
い
　
　
う
門
人
が
お
り
、
彼
の
入
門
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
藩
名
・
氏
名
か
ら
縁
戚
関
係
な
ど
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
②
『外
／
湯
島
天
神
下
／
筑
後
柳
川
／
益
城
良
輔
』
…
同
姓
の
門
人
と
し
て
は
、
　
　
「
筑
後
柳
川
藩
　
益
城
良
済
」
「
江
戸
　
益
城
良
甫
」
二
名
が
み
え
る
。
良
済
は
　
　
「
門
人
姓
名
録
」
七
番
目
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
最
も
早
い
時
期
に
お
け
る
門
　
　
人
と
わ
か
る
。
一
方
、
良
甫
の
入
門
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
こ
と
と
推
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定
さ
れ
る
。
『
人
名
録
』
か
ら
は
、
約
三
〇
年
ほ
ど
時
代
を
下
っ
て
い
る
。
③
『
内
／
金
吹
町
／
ー
／
竹
越
元
通
』
…
地
名
・
氏
名
か
ら
推
察
し
「
東
都
金
　
　
吹
町
　
後
改
中
里
玄
英
　
竹
越
元
英
」
は
、
元
通
の
縁
戚
に
あ
た
る
門
人
で
は
　
　
な
い
か
。
入
門
時
期
は
、
弘
化
二
～
三
年
で
あ
る
。
嘉
永
二
年
閏
二
月
五
日
に
　
　
入
門
し
た
鈴
木
玄
昌
は
、
竹
越
を
請
人
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
竹
越
は
町
　
　
医
と
し
て
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
日
本
橋
の
中
心
街
（
金
吹
町
は
本
石
町
、
　
　
常
盤
橋
近
辺
）
に
居
を
構
え
、
開
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
ど
の
著
名
な
医
師
　
　
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
〔文
政
三
年
版
〕
④
『本
／
芝
金
杉
上
邸
／
因
州
鳥
取
／
田
中
祐
順
』
…
天
保
期
頃
、
早
い
段
階
の
　
　
門
人
と
し
て
「
因
州
鳥
取
藩
　
田
中
純
碩
」
と
い
う
人
物
が
み
え
る
。
⑤
『針
／
山
下
御
門
内
上
邸
／
肥
前
佐
賀
／
高
木
元
沢
』
…
嘉
永
三
年
（
一
八
五
　
　
〇
）
一
〇
月
入
門
「
肥
前
佐
嘉
藩
　
高
木
元
仲
」
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
⑥
『本
、
外
／
麻
布
竜
土
上
邸
／
予
州
宇
和
島
／
谷
口
泰
庵
』
…
嘉
永
元
年
（
一
　
　
八
四
八
）
一
一
月
一
五
日
、
「
伊
予
宇
和
島
藩
　
谷
ロ
泰
元
」
が
入
門
し
て
い
　
　
る
。
藩
名
・
氏
名
か
ら
推
察
し
て
、
や
は
り
『
人
名
録
』
泰
庵
と
の
関
係
は
明
　
　
白
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
泰
元
入
門
に
際
し
て
同
じ
宇
和
島
藩
の
砂
澤
中
安
が
請
　
　
人
と
な
っ
て
い
る
。
砂
澤
も
玄
沢
門
人
で
あ
り
、
嘉
永
元
年
四
月
一
五
日
に
入
　
　
門
、
同
四
年
（
一
八
五
一
）
五
月
ま
で
塾
生
で
あ
っ
た
と
の
記
録
が
み
ら
れ
る
。
　
　
砂
澤
は
、
他
に
も
嘉
永
七
年
入
門
の
宇
和
島
藩
医
早
田
貞
幹
の
請
人
を
つ
と
め
　
　
る
な
ど
、
同
郷
の
医
師
た
ち
を
紹
介
、
教
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
人
物
。
⑦
『本
／
数
寄
屋
町
／
摂
州
高
槻
／
瀬
川
陶
以
』
…
嘉
永
七
年
七
月
二
日
入
門
の
　
　
「
永
井
遠
江
守
藩
　
瀬
川
」
が
藩
名
・
氏
名
と
も
に
一
致
し
て
い
る
。
紹
介
者
　
　
は
「
山
藤
権
之
進
」
と
あ
る
が
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
は
不
明
で
あ
　
　
る
。
⑧
『本
、
婦
／
大
名
小
路
上
邸
／
備
前
岡
山
／
岡
崎
秀
民
』
・
．
・
嘉
永
七
年
閏
七
月
　
　
三
日
、
「
備
前
岡
山
　
岡
崎
秀
禎
」
が
入
塾
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
請
　
人
は
「
岡
崎
秀
民
」
で
あ
っ
た
。
『
人
名
録
』
の
人
物
と
同
じ
、
ま
た
は
父
子
　
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
秀
民
は
、
嘉
永
六
年
五
月
一
日
、
同
じ
岡
山
藩
　
医
・
山
川
正
朔
が
玄
沢
門
下
に
入
る
際
に
も
請
人
と
な
っ
て
い
る
。
『
人
名
録
』
　
か
ら
三
〇
年
を
経
た
秀
民
は
、
同
藩
江
戸
藩
邸
に
お
い
て
医
師
子
弟
の
教
育
に
　
深
く
関
わ
る
立
場
に
就
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑨
『
外
／
濱
町
中
邸
／
肥
後
熊
本
／
福
間
恵
迫
』
…
福
間
氏
の
場
合
も
、
『
人
名
　
録
』
と
の
つ
な
が
り
は
明
白
で
あ
る
。
「
門
人
姓
名
録
」
四
番
目
に
記
さ
れ
る
　
「
肥
後
熊
本
藩
　
福
間
長
安
」
が
恵
迫
の
縁
戚
に
相
当
す
る
。
次
節
に
分
析
す
　
る
坪
井
信
道
の
門
下
に
は
福
間
元
庵
が
お
り
、
長
安
は
そ
の
兄
に
当
た
る
。
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛎
）
　
た
先
行
研
究
『
肥
後
医
育
史
』
に
よ
れ
ば
、
福
間
家
は
代
々
再
春
館
（
藩
立
の
　
医
学
教
育
機
関
）
の
「
金
瘡
師
」
を
務
め
る
家
系
で
あ
り
、
恵
迫
は
文
政
四
年
　
正
月
よ
り
、
長
安
は
嘉
永
三
年
九
月
よ
り
、
ま
た
「
福
間
泰
安
」
が
文
政
～
天
　
保
期
に
か
け
て
同
役
職
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
㈲
坪
井
信
道
門
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
些
　
最
後
に
、
坪
井
信
道
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
分
析
を
お
こ
な
う
。
宇
田
川
榛
斎
ら
の
高
弟
と
し
て
著
名
な
信
道
は
、
文
政
一
二
年
、
深
川
木
場
に
蘭
学
塾
「
安
懐
堂
」
を
開
い
た
。
家
業
・
塾
が
軌
道
に
乗
っ
た
天
保
二
年
（
一
八
三
こ
に
は
、
早
く
も
居
を
深
川
冬
木
町
に
移
転
、
「
日
習
堂
」
と
改
称
し
た
。
坪
井
門
で
は
ま
と
ま
っ
た
門
人
帳
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、
不
十
分
な
が
ら
い
く
つ
か
の
手
控
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
『
人
名
録
』
の
記
載
と
照
合
し
た
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
〔文
政
二
年
版
〕
①
『
内
／
浅
草
中
代
地
／
　
／
桑
田
玄
真
』
…
川
本
幸
民
に
よ
る
控
書
の
記
述
　
　
に
、
「
桑
田
玄
甫
　
江
戸
」
と
い
う
門
生
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
以
上
の
情
報
　
　
は
な
く
、
浅
草
に
居
住
す
る
町
医
・
桑
田
玄
真
と
同
じ
人
物
と
の
実
証
も
不
可
　
　
能
で
あ
る
が
、
あ
え
て
提
示
し
た
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
坪
井
塾
は
門
生
の
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負
担
を
軽
減
す
る
た
め
束
脩
の
負
担
を
軽
く
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
叙
　
　
上
の
如
き
高
名
な
医
家
と
異
な
り
、
坪
井
塾
で
は
町
医
レ
ベ
ル
の
門
生
も
目
　
　
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
②
『内
／
小
石
川
三
百
坂
／
－
／
手
塚
良
仙
』
…
「
手
塚
良
運
江
戸
小
石
川
」
　
　
と
あ
る
の
が
良
仙
に
該
当
す
る
。
手
塚
は
後
に
神
田
於
玉
池
に
種
痘
所
が
開
設
　
　
さ
れ
る
さ
い
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
③
杉
田
立
卿
…
土
生
玄
碩
「
迎
翠
堂
門
人
帳
」
の
門
人
関
係
は
前
掲
。
坪
井
門
で
　
　
も
あ
っ
た
（
「
杉
田
成
卿
　
江
戸
両
国
山
伏
井
戸
、
名
信
、
字
成
卿
、
号
梅
里
し
）
。
〔文
政
三
年
版
〕
④
『本
／
永
田
馬
場
上
邸
／
奥
州
二
本
松
／
小
泉
玄
琢
』
…
「
小
泉
泰
順
奥
州
二
　
　
本
松
藩
、
安
達
郡
池
入
町
、
父
ハ
尚
賢
・
名
章
・
字
伯
達
・
号
辛
稼
軒
」
な
る
　
　
者
が
門
人
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
入
門
の
時
期
は
不
明
だ
が
、
『
人
名
録
』
の
　
　
玄
琢
は
、
江
戸
で
は
藩
邸
内
に
居
住
し
、
活
躍
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
泰
順
　
　
は
、
本
人
な
い
し
子
息
・
縁
戚
筋
に
あ
た
る
医
師
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
⑤
『
児
、
本
／
麹
町
二
丁
目
北
浦
／
1
／
／
竹
内
玄
厚
』
…
こ
ち
ら
も
推
察
の
域
　
　
を
出
な
い
が
、
「
竹
内
玄
同
　
東
都
芝
露
月
町
、
今
住
木
挽
町
五
丁
目
之
横
町
、
　
　
今
麹
町
三
軒
屋
」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
居
住
地
区
の
変
遷
に
な
　
　
お
疑
問
の
余
地
を
残
す
が
、
町
医
と
し
て
活
動
拠
点
を
た
び
た
び
変
え
て
い
た
　
　
の
で
あ
ろ
う
。
　
⑥
『針
、
本
／
芝
口
一
町
目
上
邸
／
豊
後
岡
／
田
能
村
宗
朔
』
－
三
田
能
邨
太
一
　
　
豊
後
中
川
修
理
太
夫
殿
藩
」
と
は
藩
名
が
一
致
す
る
。
述
べ
た
よ
う
に
、
『
人
　
　
名
録
』
と
は
時
期
が
異
な
る
た
め
正
確
な
比
較
対
応
は
難
し
い
が
、
藩
医
た
る
　
　
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
同
じ
家
系
と
み
な
す
の
が
相
応
し
い
。
　
⑦
『本
／
外
神
田
上
邸
／
豊
後
杵
筑
／
山
田
文
泰
』
…
「
山
田
文
安
豊
後
杵
築
、
　
　
松
平
河
内
守
藩
、
父
ハ
文
泰
、
今
在
黄
泉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
人
名
録
』
と
　
　
は
約
一
世
代
分
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
人
名
録
』
に
み
え
る
　
　
藩
医
、
町
医
、
文
政
期
頃
に
は
江
戸
で
活
躍
し
て
い
た
者
の
子
息
た
ち
が
、
多
　
く
蘭
学
塾
に
学
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
⑧
『外
／
浜
町
中
邸
／
肥
後
熊
本
／
福
間
恵
迫
』
…
玄
朴
門
下
と
し
て
前
掲
。
坪
　
井
塾
に
は
、
福
間
元
庵
（
恵
迫
息
。
「
肥
前
熊
本
之
藩
…
…
父
ハ
恵
迫
、
兄
ハ
　
張
安
」
と
あ
り
）
が
入
門
し
て
い
る
。
『
人
名
録
』
と
の
関
係
が
明
ら
か
な
好
　
例
で
あ
る
。
　
本
節
に
お
け
る
分
析
結
果
は
、
た
ん
に
各
種
門
人
帳
の
師
弟
関
係
を
『
人
名
録
』
と
併
せ
、
そ
の
人
的
な
連
関
の
実
態
を
確
か
め
る
だ
け
で
は
な
い
。
視
点
を
変
え
て
み
れ
ば
、
江
戸
に
お
け
る
「
医
療
」
環
境
の
実
態
を
解
明
す
る
基
礎
的
な
作
業
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
文
政
期
初
め
頃
の
江
戸
に
つ
い
て
言
え
ば
、
蘭
方
医
学
の
素
養
を
獲
得
し
た
医
師
が
実
際
に
活
動
の
場
を
持
ち
得
る
社
会
的
基
盤
が
、
す
で
に
醸
成
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
は
ま
ず
、
藩
医
レ
ベ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
を
軸
と
し
た
い
わ
ゆ
る
学
文
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
根
拠
と
す
る
場
合
が
目
立
っ
た
が
、
町
医
た
ち
の
間
で
も
、
積
極
的
に
新
奇
の
「
医
療
」
知
識
を
摂
取
し
て
い
こ
う
と
す
る
流
れ
は
、
着
実
に
拡
大
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
点
は
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
以
上
の
実
態
は
、
蘭
方
医
学
が
幕
府
に
よ
っ
て
公
的
に
認
知
さ
れ
得
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
情
況
を
も
同
時
に
保
障
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
、
享
保
期
以
降
、
一
八
世
紀
後
半
に
か
け
、
蘭
方
医
学
が
学
問
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
こ
と
を
大
き
く
評
価
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
事
実
だ
が
、
一
方
で
実
際
に
蘭
方
医
学
が
社
会
の
ど
の
階
層
に
ま
で
受
容
し
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
関
心
は
、
非
常
に
希
薄
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
『
人
名
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
文
政
期
初
め
頃
に
は
、
江
戸
の
民
衆
は
蘭
方
医
学
を
基
礎
と
し
た
治
療
を
あ
る
程
度
、
受
容
し
得
る
環
境
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
江
戸
が
抱
え
る
特
殊
な
社
会
事
情
、
「
医
療
」
環
境
の
独
自
性
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
本
稿
に
お
け
る
分
析
を
踏
ま
え
る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
藩
医
層
の
圧
倒
的
な
存
在
104
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が
非
常
に
注
目
さ
れ
る
。
『
人
名
録
』
が
藩
医
・
町
医
を
ほ
ぼ
均
等
な
割
合
で
掲
載
さ
れ
た
の
に
対
し
、
②
で
検
討
し
た
計
六
二
名
の
ほ
と
ん
ど
が
藩
医
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
藩
医
レ
ベ
ル
こ
そ
蘭
方
医
学
H
最
新
の
学
問
を
積
極
的
に
担
い
、
そ
の
展
開
を
支
え
た
社
会
階
層
と
考
え
た
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
叙
上
で
何
例
か
を
指
摘
し
た
よ
う
に
、
藩
医
グ
ル
ー
プ
間
で
師
弟
関
係
を
保
障
・
連
携
し
あ
う
よ
う
な
動
き
も
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
　
留
意
す
べ
き
も
う
一
点
は
、
彼
ら
藩
医
の
少
な
く
な
い
部
分
が
実
際
に
は
藩
邸
外
・
近
隣
に
居
所
を
得
て
、
町
内
で
診
療
活
動
を
実
施
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
史
料
的
な
制
約
が
大
き
い
た
め
、
江
戸
藩
邸
の
中
に
出
入
り
す
る
諸
医
師
の
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
態
に
つ
い
て
は
、
な
お
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
彼
ら
藩
医
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
医
た
ち
も
ま
た
、
彼
ら
の
学
文
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ひ
い
て
は
都
市
全
体
の
学
問
・
文
化
的
向
上
に
結
び
付
い
た
の
だ
ろ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
巨
大
都
市
n
江
戸
に
独
特
な
社
会
構
造
や
、
医
師
の
存
在
形
態
を
精
緻
に
理
解
し
て
こ
そ
「
医
療
」
環
境
の
特
質
は
よ
り
鮮
明
に
性
格
規
定
さ
れ
る
し
、
蘭
方
医
学
が
受
容
さ
れ
た
背
景
も
解
釈
可
能
と
な
る
。
お
わ
り
に
　
本
稿
に
お
け
る
分
析
手
法
は
、
従
来
、
研
究
史
が
と
り
あ
げ
て
こ
な
か
っ
た
作
業
で
あ
る
。
得
ら
れ
た
結
論
を
総
括
し
、
史
料
論
的
な
立
場
か
ら
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
　
第
一
に
、
一
九
世
紀
ま
で
に
広
く
出
版
さ
れ
、
普
及
し
た
名
鑑
類
を
民
衆
が
需
要
す
る
社
会
的
な
背
景
に
関
し
て
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
巨
大
都
市
1
1
江
戸
に
お
け
る
「
医
療
」
環
境
は
、
読
者
で
あ
る
患
者
の
立
場
か
ら
も
彼
ら
の
主
体
に
よ
っ
て
選
択
可
能
な
状
況
へ
と
発
展
を
遂
げ
た
。
こ
の
事
実
は
、
社
会
的
達
成
と
し
て
十
分
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
第
二
に
、
名
鑑
類
の
前
提
と
な
る
社
会
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
。
江
戸
に
拠
点
を
お
く
医
師
た
ち
は
、
多
様
な
存
在
形
態
を
保
持
し
つ
つ
独
自
の
活
躍
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
彼
ら
の
構
成
す
る
学
文
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
学
統
・
師
弟
関
係
と
い
っ
た
一
面
的
な
分
析
の
み
で
は
決
し
て
把
握
で
き
な
い
類
の
史
実
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
　
第
三
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
名
鑑
類
よ
り
得
ら
れ
る
各
種
情
報
の
信
愚
性
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
『
人
名
録
』
が
記
載
す
る
内
容
自
体
の
史
料
批
判
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
様
々
な
素
材
を
比
較
対
照
し
て
い
く
地
道
な
チ
ェ
ッ
ク
作
業
が
更
に
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
お
こ
な
っ
た
よ
う
に
、
各
種
門
人
帳
と
の
比
較
作
業
は
、
ひ
と
つ
の
手
法
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
様
々
な
要
因
、
た
と
え
ば
支
配
関
係
、
経
済
的
結
合
、
地
域
社
会
・
共
同
体
の
組
成
、
趣
味
的
諸
要
素
な
ど
、
多
様
な
結
合
状
況
を
踏
ま
え
解
釈
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
名
鑑
類
な
い
し
「
門
人
帳
」
と
い
っ
た
一
次
史
料
の
有
す
る
性
格
は
よ
り
鮮
明
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
註（
1
）
　
本
資
料
は
現
在
で
も
多
く
の
資
料
保
存
機
関
に
現
存
し
て
お
り
、
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
　
大
滝
紀
雄
氏
に
よ
る
翻
刻
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
四
ー
四
）
の
ほ
か
、
『
医
家
伝
記
資
料
』
　
上
（青
史
社
、
一
九
八
〇
年
）
、
『
都
市
と
医
療
－
病
に
立
ち
会
っ
た
人
々
1
』
（
東
京
都
港
区
　
教
育
委
員
会
、
一
九
九
六
年
、
高
山
優
氏
執
筆
部
分
）
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
　
本
格
的
な
分
析
・
研
究
は
少
な
い
。
資
料
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
　
　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
作
業
の
中
で
入
力
し
た
も
の
を
も
と
に
筆
者
が
直
接
、
照
合
を
実
施
し
　
た
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
、
架
蔵
番
号
V
1
1
1
3
2
7
を
参
照
し
た
）
。
煩
雑
さ
を
避
　
け
る
た
め
、
本
文
中
で
は
以
下
『
人
名
録
』
と
略
記
し
た
。
（
2
）
　
岸
野
俊
彦
「
近
世
医
療
都
市
名
古
屋
と
尾
張
藩
社
会
ー
蘭
方
医
野
村
立
栄
の
諸
記
録
を
中
　
心
に
ー
」
同
編
『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
』
（
清
文
堂
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
。
岩
下
哲
典
　
「尾
張
藩
『
御
医
師
』
の
基
礎
的
研
究
」
『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
三
四
・
三
五
．
三
六
。
（
3
）
　
「
文
政
三
年
版
」
の
各
見
開
き
に
は
、
「
文
政
三
庚
辰
校
正
／
今
世
医
家
人
名
録
／
全
部
四
　
冊
／
龍
峰
蔵
版
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
4
）
　
本
文
は
「
文
政
二
年
版
」
の
場
合
。
「
文
政
三
年
版
」
で
は
「
居
所
」
が
先
に
示
さ
れ
、
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「
藩
名
」
は
「
氏
名
」
肩
書
の
位
置
に
添
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
文
政
三
年
版
」
の
方
が
江
戸
藩
　
邸
の
場
所
な
ど
に
関
し
て
記
載
が
詳
細
、
と
い
っ
た
細
か
な
違
い
も
あ
る
。
（
5
）
　
た
と
え
ば
、
杉
田
玄
白
の
診
察
日
誌
（
『
杉
田
玄
白
全
集
』
一
、
生
活
社
、
一
九
四
四
年
、
　
　
所
収
）
。
（
6
）
　
拙
稿
「
近
世
後
期
在
村
に
お
け
る
病
と
医
療
ー
近
江
国
小
脇
郷
今
宿
家
の
事
例
か
ら
ー
」
　
　
『
史
学
雑
誌
』
一
〇
九
　
七
、
七
四
～
七
六
頁
を
参
照
。
医
師
的
存
在
で
は
な
く
医
師
に
よ
る
　
　
処
方
を
受
け
た
あ
と
に
、
薬
種
の
媒
介
（
処
方
・
販
売
）
す
る
役
割
を
担
っ
た
存
在
に
着
目
し
　
　
た
い
。
在
村
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
「
医
療
」
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
み
ら
れ
た
と
判
断
　
　
し
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
7
）
　
た
と
え
ば
、
幕
府
医
師
の
場
合
も
『
武
鑑
』
に
「
居
所
」
が
示
さ
れ
、
実
際
に
江
戸
で
　
　
「
医
療
」
活
動
を
展
開
し
た
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
藩
医
の
多
く
は
、
藩
邸
内
に
居
住
す
る
が
、
　
　
彼
ら
の
診
療
実
態
に
関
し
て
は
、
研
究
史
上
い
ま
だ
不
詳
で
あ
る
。
（
8
）
　
正
確
に
は
、
「
文
政
二
年
版
」
は
「
初
版
」
と
刻
印
さ
れ
、
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
　
　
書
の
奥
付
ペ
ー
ジ
に
あ
る
広
告
箇
所
で
は
、
『
人
名
録
』
二
版
、
三
版
の
出
版
が
予
告
さ
れ
て
　
　
お
り
、
当
初
は
「
文
政
二
年
版
」
と
同
様
の
形
態
で
補
遺
・
追
加
の
版
を
重
ね
よ
う
と
し
た
　
　
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
（
9
）
　
「
文
政
二
年
版
」
の
「
凡
例
」
よ
り
引
用
。
な
お
一
～
四
符
合
は
、
引
用
者
に
よ
る
。
（
0
ユ
）
　
名
鑑
類
の
刊
行
、
普
及
に
関
し
て
は
、
国
文
学
ま
た
出
版
文
化
史
の
分
野
に
お
け
る
重
厚
　
　
な
研
究
成
果
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
拙
稿
「
一
八
世
紀
蘭
方
医
学
の
展
開
と
そ
の
社
会
　
　
的
影
響
」
『
洋
学
』
八
（
洋
学
史
学
会
、
二
〇
〇
一
年
）
で
は
京
に
活
躍
す
る
医
師
を
対
象
と
　
　
し
た
名
鑑
類
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
れ
ら
医
師
を
紹
介
す
る
『
人
名
録
』
類
の
名
鑑
は
、
江
戸
　
　
の
場
合
、
ど
の
程
度
残
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
研
究
蓄
積
も
な
く
不
明
で
　
　
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
1
1
）
　
た
と
え
ば
、
大
槻
玄
沢
「
医
師
育
才
案
」
に
は
、
「
右
之
諸
科
（
引
用
者
注
、
外
科
・
針
　
　
治
・
眼
科
・
口
科
）
は
雑
科
と
唱
へ
手
業
計
覚
候
て
別
に
学
問
等
は
不
致
候
て
も
相
済
候
様
　
　
に
世
上
一
統
之
成
行
に
相
見
得
申
候
…
…
雑
科
之
輩
は
別
て
旧
法
家
法
を
守
り
詰
め
他
と
弘
　
　
く
交
り
芸
術
之
論
議
も
不
仕
候
故
別
て
片
意
地
偏
屈
欺
之
様
に
相
見
得
候
」
と
い
っ
た
指
摘
　
　
が
み
ら
れ
る
。
藩
に
よ
っ
て
事
情
は
異
な
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
「
雑
科
」
が
い
わ
ゆ
る
本
　
　
道
医
と
比
べ
、
技
術
面
や
意
識
下
に
お
い
て
異
な
る
社
会
的
位
置
に
置
か
れ
た
こ
と
は
確
か
　
　
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
（
1
2
）
　
前
掲
註
（
1
0
）
拙
稿
参
照
。
（
1
3
）
　
「
門
人
校
正
」
と
さ
れ
る
八
名
は
、
（
著
者
・
白
土
氏
の
）
男
・
白
土
椿
寿
、
北
総
・
秋
田
玄
　
　
通
、
備
中
・
福
田
拙
斎
、
羽
州
・
笹
井
伝
庵
、
武
州
・
山
崎
玄
真
、
北
総
・
大
木
玄
淵
、
土
　
　
州
・
吉
本
実
蔵
、
南
総
・
朝
日
政
斎
。
以
上
で
あ
る
。
門
人
の
段
階
ゆ
え
か
、
い
ず
れ
も
『
人
　
　
名
録
』
に
は
登
場
し
な
い
医
師
で
あ
る
。
（
1
4
）
大
滝
紀
雄
氏
に
よ
る
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
翻
刻
で
も
、
医
師
の
宣
伝
文
に
つ
い
て
指
摘
さ
　
　
れ
て
い
る
も
の
の
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
（
1
5
）
　
以
下
の
引
用
は
、
原
漢
文
。
（
1
6
）
　
田
崎
哲
郎
「
資
料
『
迎
翠
堂
門
人
録
』
」
実
学
資
料
研
究
会
編
『
実
学
史
研
究
』
1
（
思
文
　
　
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。
（
1
7
）
　
呉
秀
三
『
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
』
（
吐
鳳
堂
書
店
、
一
九
二
三
年
）
、
一
二
〇
～
一
．
一
　
　
一
頁
。
た
だ
し
、
畑
中
分
中
自
身
は
、
「
門
人
録
」
に
は
登
場
し
な
い
。
（
1
8
）
　
プ
レ
ン
キ
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
宇
田
川
玄
真
が
西
洋
眼
科
学
を
紹
介
す
る
目
的
　
　
で
翻
訳
を
手
が
け
て
い
た
。
原
書
は
ド
イ
ツ
語
版
、
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
訳
出
（
『
泰
西
眼
科
全
　
　
書
』
、
未
定
稿
）
。
立
卿
『
眼
科
新
書
』
は
、
こ
れ
を
増
補
・
改
定
し
た
も
の
。
（
1
9
）
　
高
橋
玄
修
に
関
す
る
記
載
の
肩
に
は
、
「
天
保
辛
丑
歳
生
年
十
四
」
と
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
　
　
を
字
義
通
り
天
保
一
二
年
生
ま
れ
と
解
釈
す
る
と
、
入
門
時
期
は
安
政
期
と
な
り
、
「
迎
翠
堂
　
　
門
人
帳
」
の
前
後
の
記
載
に
合
致
し
な
い
。
そ
こ
で
今
回
は
「
天
保
一
二
年
に
人
門
し
、
当
　
　
時
の
年
齢
が
一
四
歳
」
と
解
釈
し
た
。
玄
修
の
場
合
は
、
藩
医
を
家
業
と
す
る
家
の
子
息
が
、
　
　
若
い
段
階
で
土
生
門
に
学
び
積
極
的
に
外
来
の
広
範
な
知
識
を
獲
得
し
た
実
態
を
示
し
て
い
　
　
る
。
（
2
0
）
　
米
沢
藩
医
・
伊
東
救
庵
は
シ
ー
ボ
ル
ト
門
下
で
も
あ
り
、
眼
科
医
と
し
て
活
躍
し
た
。
筆
　
　
者
は
最
近
、
同
氏
に
関
す
る
史
料
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
て
、
彼
の
藩
医
と
し
て
の
活
動
に
　
　
つ
い
て
分
析
を
進
め
て
い
る
。
（
2
1
）
　
「
上
野
館
林
　
元
治
元
年
十
月
二
十
七
日
入
門
　
静
安
男
　
朝
枝
静
軒
」
と
み
え
る
。
（
2
2
）
　
前
掲
註
（
1
7
）
同
書
、
呉
氏
に
よ
る
。
「
春
林
軒
門
人
録
」
も
同
書
の
も
の
を
利
用
し
た
。
な
　
　
お
、
本
報
告
集
所
収
の
高
橋
克
伸
論
文
も
参
照
さ
れ
た
い
。
（
2
3
）
　
前
掲
註
（
1
7
）
同
書
、
一
九
〇
～
一
九
一
頁
。
（
2
4
）
　
「
門
人
姓
名
録
」
は
、
伊
東
栄
『
伊
東
玄
朴
伝
』
（
玄
文
社
、
一
九
一
六
年
）
所
収
の
も
の
　
　
を
利
用
し
た
。
本
節
に
お
い
て
入
門
時
期
を
推
定
す
る
さ
い
、
「
門
人
姓
名
録
」
が
門
生
の
入
　
　
門
年
代
順
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
、
帳
面
の
前
後
関
係
な
ど
か
ら
判
断
し
た
。
以
　
　
下
同
。
（
2
5
）
　
山
崎
正
薫
『
肥
後
医
育
史
』
（
鎮
西
医
海
時
報
社
、
一
九
二
九
年
）
九
三
頁
。
（
2
6
）
　
坪
井
信
道
に
関
し
て
は
『
坪
井
信
道
詩
文
及
書
簡
集
』
（
岐
阜
県
医
師
会
、
一
九
七
五
年
）
　
　
中
の
諸
論
考
を
参
照
に
し
た
。
門
人
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
川
本
幸
民
「
養
英
軒
雑
　
　
記
」
、
仲
田
一
信
『
埼
玉
医
学
校
日
習
堂
蘭
学
塾
』
、
「
大
久
保
黄
斎
筆
姓
名
録
」
が
示
さ
れ
　
　
て
お
り
、
本
稿
の
分
析
も
そ
れ
を
基
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
2
7
）
　
近
世
期
の
都
市
に
醸
成
さ
れ
た
文
化
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
先
行
研
究
が
古
く
か
ら
指
摘
　
　
す
る
よ
う
に
、
多
様
な
社
会
階
層
・
職
種
の
者
を
広
範
に
包
含
し
て
成
立
し
た
。
本
稿
で
検
　
　
討
し
た
蘭
学
者
・
蘭
方
医
学
の
場
合
、
「
医
療
」
の
担
い
手
、
供
給
す
る
側
が
幅
の
広
い
存
在
　
　
に
及
ん
で
い
た
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
学
統
関
係
に
主
に
依
拠
し
　
　
な
が
ら
活
躍
す
る
医
師
の
み
な
ら
ず
、
売
薬
業
者
・
振
売
的
存
在
あ
る
い
は
有
徳
者
に
よ
る
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学
習
・
知
識
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
日
常
の
契
機
に
よ
っ
て
「
医
療
」
は
広
範
に
展
開
し
た
か
ら
で
　
　
あ
る
。
「
医
療
」
の
担
い
手
は
、
必
ず
し
も
文
化
人
と
さ
れ
る
人
た
ち
の
み
に
限
ら
な
い
。
そ
　
　
の
よ
う
な
意
味
を
込
め
、
「
学
文
（
学
統
・
文
化
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
造
語
を
こ
こ
で
　
　
は
仮
説
的
に
使
用
し
た
。
（
2
8
）
　
衆
知
の
よ
う
に
、
幕
府
に
よ
る
蘭
方
医
学
の
公
認
（
研
修
の
許
可
）
は
、
安
政
五
年
二
　
　
八
五
八
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
2
9
）
一
般
的
な
理
解
と
し
て
、
定
府
の
藩
医
は
、
藩
邸
を
拠
点
と
し
て
往
診
活
動
な
ど
を
中
心
に
　
　
お
こ
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
藩
医
の
中
で
上
位
、
特
別
な
立
場
の
者
に
限
っ
て
市
　
中
に
居
を
構
え
、
「
医
療
」
活
動
を
す
る
こ
と
が
特
別
に
許
可
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
と
思
　
わ
れ
る
。
杉
田
玄
白
、
大
槻
玄
沢
、
箕
作
玩
甫
な
ど
の
場
合
は
後
者
の
代
表
例
と
考
え
た
い
。
（東
京
大
学
大
学
院
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究
協
力
者
）
　
（
二
〇
〇
三
年
三
月
一
九
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）
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Rangaku　Scholars　in　the　City　Edo：Study　of　the
Century
UMIHARA　Ryo
‘‘
Ika　Jinmeiroku，，　of　the　Early　18t血
This　paper　sheds　light　on　the“medical”environment　that　had　arisen　in　the　huge　city　of　Edo　based　on　trends　in
the　adoption　of　Western　medicine　using　the　physician’sregister　titled“Ika　Jinmeiroku”that　was　published　in
1819and　1820．
　　　In　the五rst　section　I　examine　the　composition　and　features　of　the　register，　as　well　as　the　purpose　behind　its
publication．　Physicians’registers　during　that　period　were　primarily　the　most　conve皿ient　means　through　which
llrban　dwellers　could　select　a　physician．　This　publication　also　functioned　as　a　conduit五）r　promoting　and
advertising　home　remedies　that　were　sold　by　physicians．　Although　from　the　1770s　Wbstern　medicine　became
popular　as　a　system　of　learning，　judging　by　this　publication　alone　further　time　was　needed　fbr　it　to　gain　currency
in　clinical　situations．　Although　medicines　not　requiring　a　prescription　and　methods　of　treatment　that　originated　in
Western　medicine　were　also　covered　in　its　pages，　their　number　is　extremely　small．
　　　In　the　second　section　I　compare　the　student　records　of　famous　Rangaku　scholars　in　various　fields　on　the　basis
of　the　data　on　the　2，000　physicians　recorded　in　the　register　and　study　common　themes　fbund　in　these　materials．
In　this　instance　I　have　limited　my　study　to五ve　student　records　from　varying　periods（Habu　Genseki，　Hanaoka
Seishu，　Otsuki　Gentaku，　Itoh　Genboku，　Tsuboi　Shindo）and　present　the　exhaustive　6ndings　of　this　study　When
conducting　this　comparative　work　I　took　account　of　the　nature　of　such　registers　from　the　perspective　of　their
丘mcdon　as　historical　materials　and　used　numerous　materials　to　fbrmulate　my　conclusions．
　　　The　data　described　in　section　two　is　basic　research五）r　explicating　the　actual　situation　of　the“medical”
environment　in　Edo．　In　other　words，　a　social五）undation　was　beginning　to　be　fOstered　on　which　physicians　who
had　been　educated　in　Western　medicine　were　able　to　practice　medicine　around　the　Bunsei　period（181＆1830）．
The　major　contention　arrived　in　the　course　of　this　study　is　the　unique　quality　of　the“medical”environment　that
was　a　special　social　condidon　fbund　in　Edo　at　that　time．　First　of　all，　there　is　the　predominance　of　physicians
working丘）r允udal　domains．　Due　to　the　number　of　these　feudal　domain　physicians，　they　did　in　fact　obtain
residences　outside　the　feudal　domain　manors　and　dispensed　medical　treatment　within　the　towns．　As　sho㎜
above，　it　is　through　making　a　close　examination　of　the　unique　social　structure　and　physicians　in　this　huge　city
that　we　are　able　to　characterize　in　greater　detail　the　characteristics　of　the“medical”environment　and　the
background　to　the　acceptance　of　Western　medicine．
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